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【要  旨】  
背景：甲状腺機能の異常は、心血管疾患の予後と関連があると言われている
が、急性心不全との関連は明らかでない。我々は、入院時の甲状腺ホルモン（甲
状腺刺激ホルモン： TSH､フリートリヨードサイロニン： fT3､フリーサイロキシ
ン： fT4）と急性心不全患者の予後との関連について検討した。  
方法・結果： 2007 年 4 月から 2012 年 5 月に急性心不全で入院した 270 人の
後ろ向き研究を行った。院内全死亡に対する TSH、 fT3、 fT4 の ROC 曲線の解析
結果では，fT3 の曲線下面積が 0.791 と最も予後と相関し，カットオフ値は 2.05 
pg/ml であった。患者を fT3 値により、低値（≦ 2.05 pg/ml）と正常（ >2.05 pg/ml）
の 2 群に分けると､fT3 低値群は､高齢で､Body mass index が低かった。多変量
解析を行うと fT3 低値 (≦ 2.05 pg/ml)は、院内全死亡の独立した予後予測因子
であった（オッズ比 14.4; p < 0.001）。さらに、 1 年後の全死亡も fT3 低値群
は有意に多かった (ログランク検定 p < 0.001)｡ 
結論：急性心不全患者において、 fT3 低値は予後不良と関連していた。入院
時の甲状腺ホルモン測定は､リスク層別化に有用であると考えられた。  
